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４

法
第
四
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
投
票
の
場
合

都
道
府
県
の
議
会
の
議
員
又
は
長
の
選
挙
に
お

い
て
、
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
選

挙
の
選
挙
権
を
有
す
る
特
定
国
外
派
遣
隊
員
が
第

五
九
条
の
五
の
四
第
一
項
の
申
出
を
す
る
場
合
に

は
、
当
該
特
定
国
外
派
遣
組
織
の
長
に
、
引
き
続

き
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
こ

と
の
確
認
を
受
け
る
旨
の
申
出
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
五
九
条
の
五
の
四
第
三

項
関
係
）

の
申
出
を
受
け
た
特
定
国
外
派
遣
組
織
の
長

は
、
当
該
申
出
を
し
た
特
定
国
外
派
遣
隊
員
に
つ

い
て
第
五
九
条
の
五
の
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る

請
求
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
市
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
対
し
、
当
該
申
出
に
係

る
確
認
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し

た
。（
第
五
九
条
の
五
の
四
第
六
項
関
係
）

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
は
、
第

五
九
条
の
五
の
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
投
票
用

紙
及
び
投
票
用
封
筒
の
交
付
の
請
求
を
受
け
た
場

合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
の
議
会
の
議
員
又
は
長

の
選
挙
に
お
い
て
、
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
当
該
選
挙
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳
法
第
三

〇
条
の
一
〇
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。）の
規
定
に
よ
り
機
構
か
ら
提
供
を
受
け
た
機

構
保
存
本
人
確
認
情
報
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
当

該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
を

確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
五

九
条
の
五
の
四
第
七
項
関
係
）

三

施
行
期
日
等
に
関
す
る
事
項

１

こ
の
政
令
は
、
公
職
選
挙
法
及
び
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
八
年
法
律
第
九
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
九

年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
し
た
。

２

一
の
１
に
よ
る
改
正
後
の
公
職
選
挙
法
施
行
令
第

一
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
基
準
日
（
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
る
資
格
（
選
挙
人
の
年
齢
を
除
く
。）の

決
定
の
基
準
と
な
る
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
こ

の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）

以
後
で
あ
る
選
挙
人
名
簿
の
登
録
に
つ
い
て
適
用

し
、
基
準
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
選
挙
人
名
簿
の
登

録
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
し

た
。（
附
則
第
二
条
第
一
項
関
係
）

３

二
に
よ
る
改
正
後
の
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
規
定

は
、
施
行
日
以
後
そ
の
期
日
を
公
示
さ
れ
又
は
告
示

さ
れ
る
選
挙
又
は
投
票
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日

の
前
日
ま
で
に
そ
の
期
日
を
公
示
さ
れ
又
は
告
示
さ

れ
た
選
挙
又
は
投
票
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
も
の
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
第
六
項
関
係
）

４

締
約
国
は
、
バ
ラ
ス
ト
・
タ
ン
ク
の
洗
浄
又
は
修
理

が
行
わ
れ
る
港
及
び
係
留
施
設
で
あ
っ
て
当
該
締
約
国

が
指
定
す
る
も
の
に
お
い
て
、
沈
殿
物
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
十
分
な
施
設
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
が
作
成
す
る
指
針
を

考
慮
し
て
設
け
ら
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
を
約
束

す
る
。（
第
五
条
関
係
）

５

締
約
国
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
バ
ラ
ス
ト
水

管
理
に
関
す
る
科
学
的
及
び
技
術
的
研
究
を
促
進
し
、

及
び
容
易
に
す
る
こ
と
並
び
に
自
国
の
管
轄
の
下
に
あ

る
水
域
に
お
い
て
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
の
影
響
を
監
視
す

る
こ
と
に
努
め
る
。（
第
六
条
関
係
）

６

締
約
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
又
は
自
国
の

権
限
の
下
で
運
航
さ
れ
て
い
る
船
舶
で
あ
っ
て
検
査
及

び
証
明
の
対
象
と
な
る
も
の
が
附
属
書
に
定
め
る
規
則

に
従
っ
て
検
査
さ
れ
、
及
び
証
明
さ
れ
る
こ
と
を
確
保

す
る
。（
第
七
条
関
係
）

７

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
違
反
に
つ
い
て
、
自
国
を

旗
国
と
す
る
船
舶
に
つ
い
て
は
場
所
の
い
か
ん
を
問
わ

ず
、
自
国
以
外
の
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
つ
い
て
は

そ
の
管
轄
権
の
範
囲
内
で
、
禁
止
さ
れ
、
か
つ
、
処
罰

さ
れ
る
も
の
と
す
る
。（
第
八
条
関
係
）

８

こ
の
条
約
の
適
用
を
受
け
る
船
舶
は
、
当
該
船
舶
が

こ
の
条
約
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
を
決
定
す
る
た

め
、
他
の
締
約
国
の
港
又
は
沖
合
の
係
留
施
設
に
お
い

て
、
当
該
他
の
締
約
国
か
ら
正
当
に
権
限
を
与
え
ら
れ

た
職
員
に
よ
り
、
国
際
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
証
書
及
び
バ

ラ
ス
ト
水
記
録
簿
の
検
査
並
び
に
バ
ラ
ス
ト
水
の
試
料

採
取
の
監
督
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。（
第
九
条
関
係
）

９

締
約
国
は
、
違
反
の
発
見
及
び
こ
の
条
約
の
実
施
に

つ
い
て
協
力
す
る
。
船
舶
が
こ
の
条
約
に
違
反
し
た
こ

と
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
船
舶
の
旗
国
で
あ
る
締

約
国
又
は
当
該
船
舶
が
運
航
す
る
港
若
し
く
は
沖
合
の

係
留
施
設
が
あ
る
締
約
国
は
、
当
該
船
舶
に
警
告
を
与

え
、
抑
留
し
、
又
は
排
除
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ

と
が
で
き
る
。（
第
一
〇
条
関
係
）

10

締
約
国
は
、
船
舶
の
監
督
等
を
行
う
際
に
は
、
船
舶

を
不
当
に
抑
留
し
、
又
は
船
舶
の
出
航
を
不
当
に
遅
延

さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
努
力

を
払
う
。（
第
一
二
条
関
係
）

11

締
約
国
は
、
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
に
関
す
る
要
件
及
び

手
続
、
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
環
境
上
安
全
な
処

理
の
た
め
の
受
入
施
設
の
利
用
可
能
性
及
び
場
所
等
の

情
報
を
Ⅰ
Ｍ
Ｏ
に
報
告
す
る
も
の
と
し
、
適
当
な
場
合

に
は
、
他
の
締
約
国
に
対
し
て
こ
れ
ら
の
情
報
を
利
用

可
能
に
す
る
。（
第
一
四
条
関
係
）

12

船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
規
制
及
び
管
理

の
た
め
の
規
則
（
附
属
書
関
係
）

船
舶
に
対
す
る
管
理
及
び
規
制
の
要
件

船
舶
は
、
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
計
画
を
備
え
、
か

つ
、
こ
れ
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。（
Ｂ

一
規

則
関
係
）

船
舶
は
、
バ
ラ
ス
ト
水
記
録
簿
を
備
え
る
も
の

と
し
、
当
該
バ
ラ
ス
ト
水
記
録
簿
に
は
、
少
な
く

と
も
付
録
Ⅱ
に
規
定
す
る
情
報
を
記
載
す
る
も
の

と
す
る
。（
Ｂ

二
規
則
関
係
）

附
属
書
Ｄ
節
に
定
め
る
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
の
た

め
の
基
準
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
る
期
限
の
年
等
を

規
定
し
て
い
る
。（
Ｂ

三
規
則
関
係
）

バ
ラ
ス
ト
水
管
理
の
た
め
の
基
準

こ
の
Ｄ

一
規
則
の
規
定
に
従
い
バ
ラ
ス
ト
水

の
交
換
を
実
施
す
る
船
舶
は
、
バ
ラ
ス
ト
水
の
少

な
く
と
も
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
容
積
を
交
換
す
る

効
率
に
よ
っ
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。（
Ｄ

一

規
則
関
係
）

こ
の
Ｄ

二
規
則
の
規
定
に
従
い
バ
ラ
ス
ト
水

管
理
を
行
う
船
舶
は
、
最
小
の
寸
法
が
五
〇
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
生
物
に
つ
い
て
は
一
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
生
存
し
て
い
る
生
物
の
数
が

一
〇
未
満
、
ま
た
、
最
小
の
寸
法
が
一
〇
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
〇
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

の
生
物
に
つ
い
て
は
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
の

生
存
し
て
い
る
生
物
の
数
が
一
〇
未
満
の
バ
ラ
ス

ト
水
を
排
出
す
る
も
の
と
し
、
指
標
微
生
物
の
排

出
は
、
一
定
の
濃
度
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
Ｄ

二
規
則
関
係
）

バ
ラ
ス
ト
水
管
理
の
た
め
の
検
査
及
び
証
明
の
要

件

こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る
総
ト
ン
数
四
〇
〇
ト

ン
以
上
の
船
舶
は
、
船
舶
の
就
航
前
又
は
国
際
バ

ラ
ス
ト
水
管
理
証
書
が
初
め
て
発
給
さ
れ
る
前
に

行
わ
れ
る
最
初
の
検
査
、
更
新
検
査
、中
間
検
査
、

年
次
検
査
等
を
受
け
る
。（
Ｅ

一
規
則
関
係
）

締
約
国
は
、
Ｅ

一
規
則
の
規
定
に
よ
る
検
査

の
完
了
後
同
規
則
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
船
舶
に

国
際
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
証
書
が
発
給
さ
れ
る
よ
う

確
保
す
る
。
締
約
国
の
権
限
に
基
づ
い
て
発
給
さ

れ
る
同
証
書
は
、
他
の
締
約
国
に
よ
っ
て
認
容
さ

れ
る
も
の
と
し
、
こ
の
条
約
の
適
用
上
、
当
該
他

の
締
約
国
が
発
給
す
る
同
証
書
と
同
一
の
効
力
を

有
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。（
Ｅ

二
規
則
関

係
）

◇
二
千
四
年
の
船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
規
制

及
び
管
理
の
た
め
の
国
際
条
約
（
条
約
第
一
二
号
）（
外

務
省
）

こ
の
条
約
は
、
船
舶
の
縦
傾
斜
等
を
制
御
す
る
た
め
船

舶
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
規
制

及
び
管
理
に
よ
り
、
有
害
な
水
生
生
物
及
び
病
原
体
の
移

動
か
ら
生
ず
る
環
境
等
に
対
す
る
危
険
を
防
止
す
る
こ
と

等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１

締
約
国
は
、
船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
規

制
及
び
管
理
に
よ
り
、
有
害
な
水
生
生
物
及
び
病
原
体

の
移
動
を
防
止
し
、
最
小
に
し
、
及
び
究
極
的
に
除
去

す
る
た
め
、
こ
の
条
約
及
び
附
属
書
の
規
定
を
十
分
か

つ
完
全
に
実
施
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。（
第
二
条
関

係
）

２

適
用こ

の
条
約
は
、
締
約
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
及
び

締
約
国
を
旗
国
と
し
な
い
船
舶
の
う
ち
締
約
国
の
権

限
の
下
で
運
航
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
す

る
。（
第
三
条
１
関
係
）

こ
の
条
約
は
、
バ
ラ
ス
ト
水
を
積
載
す
る
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
お
ら
ず
、
又
は
建
造
さ
れ
て
い
な
い
船

舶
、
一
の
締
約
国
の
船
舶
で
あ
っ
て
当
該
締
約
国
又

は
他
の
締
約
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
水
域
に
お
い
て

の
み
運
航
さ
れ
て
い
る
も
の
、
一
の
締
約
国
の
管
轄

の
下
に
あ
る
水
域
及
び
公
海
に
お
い
て
の
み
運
航
さ

れ
て
い
る
船
舶
並
び
に
軍
艦
等
及
び
国
が
所
有
す
る

非
商
業
的
業
務
に
従
事
す
る
船
舶
に
つ
い
て
は
、
適

用
し
な
い
。（
第
三
条
２
関
係
）

３

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る
船
舶
で
あ
っ

て
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
も
の
又
は
自
国
の
権
限
の
下

で
運
航
さ
れ
て
い
る
も
の
が
こ
の
条
約
に
定
め
る
要
件

に
適
合
す
る
よ
う
要
求
し
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
船
舶
が

当
該
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
効
果
的

な
措
置
を
と
る
。（
第
四
条
関
係
）
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